
発表番号 ８                                 高松市立木太中学校 

研究主題  進んで学び合い、主体的に探究する生徒の育成 

～ 「学校っていいな」「授業っておもしろいな」と感じられる協同学習を目指して ～ 

 

１ 研究仮説 
 周囲の友だちとの関わりの中で学んだり、協力して探究したりして学び合う授業改善・実践を行うこと

で、学びに向かう力が高まり、学力の向上につながるだろう。 

２ 「木太中 協同学習」について 
 全体（コの字）、ペア、小グループでの学習の中で自分の考えをもち、周囲とコミュニケーションを取り

ながら、わからないことがわかるようになるまで探究する。教材、友だち、自分との対話を通して、自分の

考えを深めたり再構築したりできる授業。 

 

 

 

 

 

３ 研究方法 

 (1) 全教員が３つのグループにわかれて研究を推進する。 

① 授業改善グループ 

② なかまづくりグループ 

③ 生徒理解グループ 

(2) 校内公開研究会（年間４回） 

  ２～４校時：全授業公開 ５校時：研究授業 研究協議、全体会 

(3) 授業研究週間（各学期１回、２週間ずつ） 

４ 成果                    ５ 課題・今後の取組 
 生徒対象の授業に関するアンケートより 

「ペアやグループの活動で授業内容の理解が深まった。」 

 

 

 

 生徒は、ペアやグループで活動すること

で、周囲の友だちに聞きながら学びを深め

られている実感をもっている。さらに学び

を深めるためには、グループで一緒に探究

するにふさわしい、質の高い課題が提示さ

れる必要がある。 

しかしながら、そのような課題が示され

ていない授業も少なからずある。そのため、

他校や授業研究週間等の実践事例を蓄積

し、授業づくりの参考にしているが、日頃の

授業からとなると教員に定着していない現

状がある。今後は、どのような課題が適切か

ということに関して、一層研修を重ね、生徒

が夢中になれるような授業展開を目指して

いきたい。 
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